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9月定例会を8月31日から9月27日までの28日間の会期で開会しました。

平成28年9月定例会

平成27年度
一般会計・特別会計・企業会計決算を認定

予
算
編
成
か
ら
決
算
ま
で
の
背
景

　

平
成
二
七
年
度
一
般
会
計
当

初
予
算
は
、
市
内
経
済
の
景
気

回
復
が
い
ま
だ
実
感
で
き
ず
、

固
定
資
産
税
等
の
減
収
が
見
込

ま
れ
た
中
に
お
い
て
も
、
財
政

健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
つ
つ
、
経
営
方
針
﹁
﹃
未

来
協
知
﹄
の
更
な
る
実
践
﹂
に

基
づ
き
予
算
を
編
成
し
た
。
歳

出
に
つ
い
て
は
、
八
三
の
事
業

を
縮
小
、
休
止
ま
た
は
廃
止
し
、

経
費
の
節
減
を
図
る
一
方
、
対

島
地
区
ご
み
収
集
委
託
事
業
等

の
新
規
事
業
に
も
着
手
す
る
こ

と
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
般

会
計
の
予
算
規
模
を
二
五
四
億

円
と
、
前
年
度
を
七
・
四
％
上

回
る
積
極
型
の
予
算
と
し
、
そ

の
後
、
七
回
の
補
正
を
行
い
、

最
終
予
算
規
模
を
二
七
一
億
二

〇
九
万
七
〇
〇
〇
円
と
し
た
。

歳
入
歳
出
決
算
の
概
要

　

一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額
は

二
六
三
億
八
三
九
二
万
一
〇
〇

〇
円
で
、
対
前
年
度
比
一
・

三
％
減
、
歳
出
決
算
額
は
二
五

五
億
二
五
〇
七
万
七
〇
〇
〇
円

で
、
対
前
年
度
比
一
・
九
％
減
と

な
り
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は
八

億
五
八
八
四
万
四
〇
〇
〇
円
と

な
り
、
実
質
収
支
額
は
前
年
度

を
五
・
六
％
上
回
る
五
億
九
五

八
二
万
八
〇
〇
〇
円
と
な
っ
た
。

　

歳
入
決
算
に
お
い
て
は
、
自

主
財
源
で
は
、
市
税
が
予
算
現

額
を
〇
・
八
％
上
回
っ
た
が
、

対
前
年
度
比
で
は
三
・
二
％
減

少
し
て
い
る
。
依
存
財
源
で
は

国
庫
支
出
金
が
八
・
九
％
、
市

債
が
二
一
・
〇
％
減
少
し
た
も

の
の
、
地
方
消
費
税
交
付
金
が

六
五
・
七
％
、
地
方
交
付
税
が

一
四
・
八
％
、
県
支
出
金
が

六
・
九
％
増
加
し
て
い
る
。

　

歳
出
決
算
で
は
、経
常
経
費
に

お
い
て
、退
職
者
数
の
増
加
や
国

勢
調
査
に
お
け
る
調
査
員
報
酬

等
に
よ
り
人
件
費
が
増
加
し
た

が
、臨
時
福
祉
給
付
金
事
業
等
の

給
付
額
が
縮
減
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
扶
助
費
が
〇
・
六
％
、
高

利
率
の
地
方
債
の
償
還
が
進
み
、

公
債
費
が
八
・
一
％
減
少
し
た
。

投
資
的
経
費
に
つ
い
て
は
、普
通

建
設
事
業
費
に
お
い
て
、大
型
事

業
が
完
了
し
た
こ
と
に
よ
り
、対

前
年
度
比
で
二
九
・
二
％
減
少

し
て
い
る
。

　

懸
案
の
事
業
と
し
て
、
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
に
つ

い
て
は
、
先
ご
ろ
無
事
竣
工
を

迎
え
、
念
願
で
あ
っ
た
市
内
全

中
学
校
に
お
け
る
給
食
の
実
施

が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

新
保
健
福
祉
施
設
建
設
事
業

に
つ
い
て
は
、
本
年
一
二
月
の

竣
工
に
向
け
計
画
ど
お
り
進
捗

し
て
お
り
、
年
度
内
で
の
開
設

に
向
け
事
業
を
進
め
て
い
く
。

本
市
の
財
政
状
況

　

本
市
の
財
政
は
、
職
員
の
人

件
費
を
含
む
全
て
の
事
務
事
業

の
見
直
し
な
ど
、
こ
れ
ま
で
継

続
し
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
改
革

へ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
適
正

と
さ
れ
る
規
模
の
黒
字
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
将
来
の
負
担

に
対
す
る
財
源
の
確
保
も
着
実

に
図
ら
れ
て
お
り
、
健
全
化
判

断
比
率
や
経
常
収
支
比
率
、
実

質
収
支
比
率
な
ど
の
財
政
指
標

か
ら
も
、
健
全
性
は
維
持
で
き

て
い
る
も
の
と
判
断
し
て
い
る
。

平
成
27
年
度

市
長
決
算
概
要
説
明

（要旨）

平成27年度　一般会計・特別会計・企業会計決算

歳　　入

決算額（円）

合　　計

一 般 会 計

収入率
（％）

区　分

会計別

下 水 道 事 業

競 輪 事 業

国民健康保険事業

土 地 取 得

霊 園 事 業

介 護 保 険 事 業

介護老人保健施設

後期高齢者医療

26,383,920,567 

1,930,524,465 

17,584,809,386 

12,594,154,241 

205,118,876 

34,445,539 

7,400,044,469 

85,795,139 

1,700,154,245 

67,918,966,927

97.4

95.7

98.0

102.5

97.6

99.1

99.2

100.1

99.5

98.7

25,525,076,344 

1,905,510,904 

17,308,578,373 

12,058,267,652 

205,030,730 

34,396,364 

7,368,076,736 

85,562,712 

1,682,817,114 

66,173,316,929 

○

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

特

別

会

計

審議

結果

歳　　出

執行率
（％）

決算額（円）

決算額（円） 決算額（円）

94.2

94.4

96.5

98.2

97.5

99.0

98.8

99.8

98.5

96.1

収　　入

収入率
（％）

区　分

会計別

収益勘定

資本勘定

収益勘定

資本勘定

407,547,138 

105,226,000 

1,715,695,019 

330,594,366

99.8

100.0

96.2

91.4

618,630,677 

207,220,295 

1,460,590,088 

1,032,779,693

企

業

会

計

審議

結果

支　　出

執行率
（％）

94.8

100.0

96.2

92.7

病院事業

水道事業

◎

◎

◎全会一致で認定　○賛成多数で認定

—

市 議 会 だ よ り
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伊
東
市
議
会
議
員
等
の
報
酬
及

び
期
末
手
当
の
支
給
並
び
に
費

用
弁
償
条
例
及
び
伊
東
市
特
別

職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

︽
反
対
︾
日
本
共
産
党

　

市
内
経
済
低
迷
と
﹁
議
員
を

減
ら
す
べ
き
﹂
と
い
う
世
論
を

尊
重
し
、
本
市
議
会
で
は
議
員

定
数
を
二
名
削
減
し
た
。
今
も

そ
の
状
況
が
改
善
さ
れ
て
い
な

け
れ
ば
、
報
酬
引
き
上
げ
は
市

民
に
認
め
ら
れ
な
い
と
考
え
る

の
が
自
然
で
あ
る
。

　

平
成
一
八
年
度
に
﹁
聖
域
な

き
行
財
政
改
革
に
よ
っ
て
市

民
・
職
員
に
我
慢
を
強
い
る
﹂

こ
と
か
ら
、
市
長
等
の
特
別
職

給
与
が
五
％
引
き
下
げ
ら
れ
た
。

同
様
に
議
員
報
酬
も
引
き
下
げ

た
が
、
な
ぜ
引
き
上
げ
幅
は
そ

れ
ぞ
れ
異
な
る
の
か
、
ま
た
今

ま
で
何
度
か
見
送
ら
れ
た
引
き

上
げ
を
、
今
回
な
ぜ
行
う
の
か
。

市
民
代
表
に
よ
る
報
酬
等
審
議

会
の
決
定
は
尊
重
す
べ
き
だ
が
、

非
公
開
の
会
議
で
議
事
録
も
な

か
っ
た
。
一
方
、
﹁
市
民
・
職

員
に
我
慢
を
強
い
る
状
況
﹂
の

改
善
は
い
ま
だ
な
い
と
考
え
る
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
本
条
例
改

正
及
び
こ
の
改
正
に
基
づ
く
報

酬
案
が
含
ま
れ
る
市
議
第
二
〇

号
に
も
反
対
す
る
。

︽
反
対
︾
杉
本
一
彦
議
員

　

現
在
の
市
内
経
済
の
状
況
や

市
民
生
活
の
実
態
を
考
慮
す
る

と
、
市
長
を
初
め
と
す
る
特
別

職
の
給
与
は
、
今
の
ま
ま
で
も

十
分
で
あ
る
。

　

報
酬
等
審
議
会
は
た
っ
た
一

〇
人
の
市
民
で
構
成
さ
れ
、
内

容
は
非
公
開
と
い
う
こ
と
で
あ

る
が
、
引
き
上
げ
改
定
に
至
る

議
論
の
内
容
は
も
う
少
し
オ
ー

プ
ン
に
す
べ
き
と
考
え
る
。
し

か
し
、
そ
も
そ
も
、
そ
の
地
域

の
政
治
家
の
給
与
等
は
、
任
期

途
中
に
お
い
て
、
一
部
の
市
民

に
よ
る
市
政
運
営
等
の
評
価
に

委
ね
、
決
定
す
る
も
の
で
は
な

く
、
任
期
の
節
目
に
、
政
治
家

み
ず
か
ら
が
市
民
に
対
し
考
え

方
を
示
し
た
上
で
、
選
挙
を

も
っ
て
判
断
し
て
い
た
だ
く
こ

と
と
考
え
る
。
来
年
の
市
長
選

挙
を
通
し
て
、
み
ず
か
ら
の
給

与
に
関
す
る
考
え
方
を
市
民
に

問
い
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、

改
定
し
て
い
く
こ
と
が
筋
で
は

な
い
か
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の

改
定
に
納
得
で
き
な
い
こ
と
か

ら
反
対
す
る
。

　

平
成
二
八
年
度
伊
東
市
一
般

会
計
補
正
予
算
︵
第
二
号
︶

︽
反
対
︾
杉
本
一
彦
議
員

　

議
員
報
酬
及
び
特
別
職
給
与

の
引
き
上
げ
改
正
に
伴
う
増
額

部
分
に
つ
い
て
反
対
す
る
。

　

今
回
の
給
与
、
報
酬
の
改
定

に
至
る
経
過
に
納
得
が
で
き
な

い
。
ま
た
、
今
後
の
市
政
運
営

等
を
考
え
る
上
で
も
、
こ
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
、
ま
た
、
こ
の
程

度
の
議
論
で
本
市
の
政
治
家
の

給
与
や
報
酬
が
引
き
上
げ
ら
れ

る
こ
と
に
、
恐
ら
く
、
市
民
も

納
得
し
な
い
だ
ろ
う
。

　

我
々
の
議
員
報
酬
の
引
き
上

げ
に
つ
い
て
も
、
当
局
の
説
明

は
納
得
で
き
る
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
、
議
会
に

お
い
て
は
、
市
内
経
済
の
厳
し

い
状
況
や
市
の
財
政
状
況
等
を

踏
ま
え
、
議
員
定
数
削
減
や
議

会
事
務
局
の
人
員
削
減
な
ど
、

断
腸
の
思
い
で
経
費
削
減
を

行
っ
て
き
た
。
そ
れ
な
の
に
、

な
ぜ
、
議
員
報
酬
の
引
き
上
げ

を
行
う
の
か
全
く
理
解
で
き
な

い
。
こ
れ
ら
の
改
革
が
無
駄
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。
し
た

が
っ
て
、
改
め
て
、
こ
の
補
正

予
算
に
も
反
対
す
る
。

　

平
成
二
七
年
度
伊
東
市
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算

︽
反
対
︾
日
本
共
産
党

　

ま
ず
、
第
五
地
区
の
ご
み
収

集
民
間
委
託
。
今
後
、
福
祉
収

集
や
災
害
復
興
の
中
で
、
清
掃

職
員
の
仕
事
が
見
直
さ
れ
て
い

る
例
も
あ
り
、
公
務
員
で
な
け

れ
ば
で
き
な
い
業
務
の
課
題
が

あ
る
。
二
点
目
は
、
消
防
広
域

化
。
地
形
や
各
市
町
の
経
済
状

況
の
差
が
あ
る
伊
豆
半
島
の
広

域
化
は
難
し
く
、
特
に
本
市
に

と
っ
て
の
利
点
に
関
し
て
は
懸

念
が
残
る
。
三
点
目
と
し
て
、

中
学
校
給
食
の
完
全
実
施
は
評

価
す
る
も
の
の
、
小
学
校
五
校

を
含
め
て
の
セ
ン
タ
ー
化
は
関

係
者
に
よ
る
検
討
の
場
が
も
っ

と
必
要
で
は
な
か
っ
た
か
。
給

食
の
回
数
の
統
一
や
災
害
時
の

休
校
へ
の
対
応
な
ど
、
保
護
者

な
ど
も
含
め
た
合
意
形
成
が
必

要
で
は
な
か
っ
た
か
。
最
後
に
、

職
員
体
制
の
問
題
で
、
一
七
七

人
の
臨
時
職
員
の
八
割
は
正
規

職
員
と
同
様
の
業
務
と
い
う
現

実
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　

以
上
四
点
か
ら
、
来
年
度
予

算
へ
の
期
待
も
抱
き
つ
つ
、
反

対
す
る
。

︽
賛
成
︾
正
風
改
革
ク
ラ
ブ

　

多
く
の
市
民
が
待
ち
望
ん
で

い
た
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
や
本

市
独
自
の
緊
急
経
済
対
策
等
の

大
型
事
業
を
推
進
し
て
き
た
こ

と
は
大
い
に
評
価
す
る
。
ま
た
、

減
債
基
金
の
積
み
立
て
を
進
め
、

後
年
度
負
担
を
減
少
さ
せ
、
実

質
収
支
比
率
等
が
健
全
な
数
値

を
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
市
長

の
国
県
へ
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

と
、
職
員
の
努
力
の
結
果
で
あ

る
。
し
か
し
、
投
資
的
経
費
が

減
少
し
、
義
務
的
経
費
が
ふ
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
来
年
度
予

算
に
お
い
て
、
施
設
整
備
基
金

な
ど
へ
の
積
み
立
て
を
利
用
し
、

投
資
へ
の
蓄
え
を
進
め
る
べ
き

と
考
え
る
。
景
気
回
復
と
あ
わ

せ
、
地
方
創
生
に
よ
る
地
方
ブ

ラ
ン
ド
の
活
用
を
推
進
し
、
地

場
産
業
の
活
性
化
や
若
者
の
地

元
雇
用
、
少
子
化
対
策
な
ど
を

積
極
的
に
推
進
し
、
﹁
未
来
協

知
﹂
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

市
民
・
議
会
・
行
政
が
三
位
一

体
と
な
り
、
将
来
に
夢
と
希
望

予
算
編
成
か
ら
決
算
ま
で
の
背
景

　

平
成
二
七
年
度
一
般
会
計
当

初
予
算
は
、
市
内
経
済
の
景
気

回
復
が
い
ま
だ
実
感
で
き
ず
、

固
定
資
産
税
等
の
減
収
が
見
込

ま
れ
た
中
に
お
い
て
も
、
財
政

健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
つ
つ
、
経
営
方
針
﹁
﹃
未

来
協
知
﹄
の
更
な
る
実
践
﹂
に

基
づ
き
予
算
を
編
成
し
た
。
歳

出
に
つ
い
て
は
、
八
三
の
事
業

を
縮
小
、
休
止
ま
た
は
廃
止
し
、

経
費
の
節
減
を
図
る
一
方
、
対

島
地
区
ご
み
収
集
委
託
事
業
等

の
新
規
事
業
に
も
着
手
す
る
こ

と
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
般

会
計
の
予
算
規
模
を
二
五
四
億

円
と
、
前
年
度
を
七
・
四
％
上

回
る
積
極
型
の
予
算
と
し
、
そ

の
後
、
七
回
の
補
正
を
行
い
、

最
終
予
算
規
模
を
二
七
一
億
二

〇
九
万
七
〇
〇
〇
円
と
し
た
。

歳
入
歳
出
決
算
の
概
要

　

一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額
は

二
六
三
億
八
三
九
二
万
一
〇
〇

〇
円
で
、
対
前
年
度
比
一
・

三
％
減
、
歳
出
決
算
額
は
二
五

五
億
二
五
〇
七
万
七
〇
〇
〇
円

で
、
対
前
年
度
比
一
・
九
％
減
と

な
り
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は
八

億
五
八
八
四
万
四
〇
〇
〇
円
と

な
り
、
実
質
収
支
額
は
前
年
度

を
五
・
六
％
上
回
る
五
億
九
五

八
二
万
八
〇
〇
〇
円
と
な
っ
た
。

　

歳
入
決
算
に
お
い
て
は
、
自

主
財
源
で
は
、
市
税
が
予
算
現

額
を
〇
・
八
％
上
回
っ
た
が
、

対
前
年
度
比
で
は
三
・
二
％
減

少
し
て
い
る
。
依
存
財
源
で
は

国
庫
支
出
金
が
八
・
九
％
、
市

債
が
二
一
・
〇
％
減
少
し
た
も

の
の
、
地
方
消
費
税
交
付
金
が

六
五
・
七
％
、
地
方
交
付
税
が

一
四
・
八
％
、
県
支
出
金
が

六
・
九
％
増
加
し
て
い
る
。

　

歳
出
決
算
で
は
、経
常
経
費
に

お
い
て
、退
職
者
数
の
増
加
や
国

勢
調
査
に
お
け
る
調
査
員
報
酬

等
に
よ
り
人
件
費
が
増
加
し
た

が
、臨
時
福
祉
給
付
金
事
業
等
の

給
付
額
が
縮
減
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
扶
助
費
が
〇
・
六
％
、
高

利
率
の
地
方
債
の
償
還
が
進
み
、

公
債
費
が
八
・
一
％
減
少
し
た
。

投
資
的
経
費
に
つ
い
て
は
、普
通

建
設
事
業
費
に
お
い
て
、大
型
事

業
が
完
了
し
た
こ
と
に
よ
り
、対

前
年
度
比
で
二
九
・
二
％
減
少

し
て
い
る
。

　

懸
案
の
事
業
と
し
て
、
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
に
つ

い
て
は
、
先
ご
ろ
無
事
竣
工
を

迎
え
、
念
願
で
あ
っ
た
市
内
全

中
学
校
に
お
け
る
給
食
の
実
施

が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

新
保
健
福
祉
施
設
建
設
事
業

に
つ
い
て
は
、
本
年
一
二
月
の

竣
工
に
向
け
計
画
ど
お
り
進
捗

し
て
お
り
、
年
度
内
で
の
開
設

に
向
け
事
業
を
進
め
て
い
く
。

本
会
議
で

　

行
っ
た
討
論
（概要）

市 議 会 だ よ り
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議案番号 件　　　　名 概　　　　要 提出者 審議結果

全会一致で任命に同意

全会一致で選任に同意

全会一致で任命に同意

全会一致で選任に同意

（報告、質疑 
　のみ）   　

全会一致
で可決　

全会一致
で可決　
賛成多数
で可決　

全会一致
で可決　

全会一致
で可決　
全会一致
で可決　

全会一致
で可決　

賛成多数
で可決　

全会一致
で可決　

全会一致
で可決　

　

市長

市長

市長

市長

市長

市長

市長

市長

市長

市長

市長

市長

市長
市長
市長
市長

議長
議長

議長
議長
議長

議長

議員
８名

議員
８名
議員
８名
議員
８名
議員
８名

平成27年度決算に基づく健全化判断
比率及び資金不足比率の報告につい
て

伊東市職員の退職管理に関する条例

伊東市職員の公益的法人等への派遣
に関する条例
伊東市議会議員等の報酬及び期末手
当の支給並びに費用弁償条例及び伊
東市特別職の職員の給与に関する条
例の一部を改正する条例
伊東市文化施設整備基金条例

災害時情報伝達システム整備工事請
負契約の締結について
平成27年度伊東市病院事業会計資本
金の額の減少について

平成27年度伊東市水道事業会計未処
分利益剰余金の処分について

平成28年度伊東市一般会計補正予算
（第２号）

平成28年度伊東市下水道事業特別会
計補正予算（第２号）

平成28年度伊東市国民健康保険事業
特別会計補正予算（第１号）

平成27年度伊東市一般会計歳入歳出
決算、８特別会計歳入歳出決算、２
企業会計決算
教育長任命の同意について
公平委員会委員選任の同意について
教育委員会委員任命の同意について
監査委員選任の同意について

副議長選挙

成年後見制度利用者に対する成年後
見人等の報酬助成及び届け出窓口一
元化を求める陳情
議長辞職願について
議長選挙

副議長辞職願について
副議長選挙
常任委員会委員の所属変更について

議会運営委員会委員の補欠選任につ
いて
返済不要の「給付型奨学金」の創設
及び無利子奨学金の拡充を求める意
見書
「同一労働同一賃金」の実現を求め
る意見書
無年金者対策の推進を求める意見書

チーム学校推進法の早期制定を求め
る意見書
有害鳥獣対策の推進を求める意見書

地方公共団体の財政の健全化に関する法律の規定に基づき、①実

質赤字比率、②連結実質赤字比率、③実質公債費比率、④将来負

担比率の「健全化判断比率」の報告及び病院事業会計、水道事業

会計、下水道事業特別会計について「資金不足比率」の報告

地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改正する法律の施

行に伴い、職員の退職管理に関する規定が設けられたことから、

再就職者による依頼等の規制について定めるとともに、再就職者

の任命権者への届出について定める条例制定

平成28年10月設立予定の一般社団法人美しい伊豆創造センター

に本市職員を派遣するための条例制定

伊東市特別職報酬等審議会において、議員の報酬の額並びに市長、

副市長及び教育長の給料額について引き上げが答申されたこと並

びに９月から特別職としての身分を有する教育長の就任が予定さ

れていることに伴う条例改正

文化施設の新設等、本市の文化施設の整備に必要な資金を積み立

てるため、伊東市文化施設整備基金を設置し、その基金の管理に

ついて定める条例制定

契約金額：１億9,656万円

契約の相手方：ＮＥＣネッツエスアイ株式会社　静岡支店

平成27年度伊東市病院事業会計資本金31億8,571万1,031円のう

ち、１億5,227万4,875円を減少し、欠損金に振り替えることに

ついて、地方公営企業法の規定により議会の議決を求めるもの

平成27年度伊東市水道事業会計未処分利益剰余金３億2,814万

5,883円のうち、１億5,664万393円を減債積立金へ、5,000万円

を建設改良積立金へ、１億2,150万5,490円を資本金へ組み入れ

ることについて、地方公営企業法の規定により議会の議決を求め

るもの

第一に市内の経済状況を勘案して、住宅リフォーム振興事業補助

金や起業支援及び空き店舗対策事業補助金、公共施設の小規模修

繕を中心とした緊急経済雇用対策事業など、第二に消防ポンプ自

動車や防災用資機材などの購入経費、第三に財政調整基金、文化

施設整備基金への積み立てなど、５億3,204万円の追加

ポンプ場、湯川終末処理場、荻・十足処理区マンホールポンプ、

かわせみ浄化センターの４施設における平成29年度から平成31

年度までの３年間の施設維持管理を委託するに当たり、４件の債

務負担行為を追加

歳出では保険給付費を増額するとともに、確定した後期高齢者支

援金等を減額し、歳入では繰越金の計上、前期高齢者交付金の減

額等で2,398万4,000円の減額

※２ページをごらんください。

　橋雄幸氏（吉田）新任

佐藤直道氏（富戸）新任

村上惠宏氏（吉田）新任

杉山雅男氏（湯川）新任

榎本元彦副議長の逝去に伴う副議長選挙

有効投票18票のうち、横沢勇議員18票で、横沢勇議員が当選

宮　雅薫議長の議長辞職

有効投票15票のうち、稲葉富士憲議員15票で、稲葉富士憲議員

が当選

横沢勇副議長の副議長辞職

有効投票14票のうち、佐山正議員14票で、佐山正議員が当選

※ホームページ　第18期伊東市議会議員名簿の「委員会委員一

覧」をごらんください

※ホームページ　第18期伊東市議会議員名簿の「委員会委員一

覧」をごらんください

内閣総理大臣、文部科学大臣、衆議院議長及び参議院議長に提出

内閣総理大臣、厚生労働大臣、衆議院議長及び参議院議長に提出

内閣総理大臣、財務大臣、厚生労働大臣、衆議院議長及び参議院

議長に提出

内閣総理大臣、総務大臣、文部科学大臣、衆議院議長及び参議院

議長に提出

内閣総理大臣、農林水産大臣、経済産業大臣、環境大臣、衆議院

議長及び参議院議長に提出
市報第３号

市議第13号

市議第14号

市議第15号

市議第16号

市議第17号

市議第18号

市議第19号

市議第20号

市議第21号

市議第22号

市認第４号

市認第14号
市選第１号
市選第２号
市選第３号
市選第４号

発選第４号

陳情第２号

発議第11号
発選第５号

発議第12号
発選第６号
発選第７号

発選第８号

発議第６号

発議第７号

発議第８号

発議第９号

発議第10号

〜

※2ページ
　をごらん
　ください

の
持
て
る
伊
東
を
創
造
し
て
い

く
こ
と
を
願
い
、
賛
成
す
る
。

︽
賛
成
︾
公
明
党

　

予
算
執
行
に
当
た
っ
て
歳
出

予
算
で
は
、
八
三
事
業
の
廃
止
、

縮
小
に
よ
り
経
費
節
減
が
図
ら

れ
た
。
こ
の
財
源
を
有
効
活
用

し
、
広
域
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
建
設
継
続
事
業
な
ど
の
新

規
事
業
に
着
手
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
市
の
財
政
の
健
全

化
に
つ
い
て
は
、
税
収
の
落
ち

込
み
が
心
配
さ
れ
る
中
で
も
、

実
質
収
支
額
の
数
字
か
ら
、
順

調
か
つ
的
確
に
事
業
執
行
が
さ

れ
た
と
考
え
る
。

　

一
方
で
、
人
口
減
少
及
び
高

齢
化
社
会
を
要
因
と
し
て
市
税

収
入
が
減
少
す
る
中
で
、
六
特

別
会
計
が
一
般
会
計
か
ら
繰
り

入
れ
て
お
り
、
依
存
度
を
増
し

て
い
る
こ
と
も
考
慮
す
る
と
、

人
口
減
少
対
策
、
そ
し
て
本
市

の
基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
、
ま

た
農
林
水
産
業
等
の
取
り
組
み

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
本

決
算
が
﹁
ず
っ
と
住
み
た
い　

ま
た
来
た
い　

健
康
保
養
都
市

い
と
う
﹂
に
つ
な
が
る
こ
と
を

期
待
し
、
賛
成
す
る
。

平成28年9月 定例会で審議した議案等
39件の議案等を審議、決定

市 議 会 だ よ り
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議案番号 件　　　　名 概　　　　要 提出者 審議結果

全会一致で許可

全会一致で許可

平
成
二
七
年
度
決
算
を
踏
ま

え
、
本
市
の
将
来
像
、
財
源

確
保
及
び
政
策
課
題
に
つ
い

て
伺
う

・
宮　

雅
薫
議
員
・
佐
山　

正
議
員

◎
井
戸
清
司
議
員
・
土
屋　

進
議
員

　

市
税
収
入
が
減
少
し
、
歳
出

総
額
に
占
め
る
義
務
的
経
費
の

割
合
が
増
加
す
る
一
方
で
、
投

資
的
経
費
が
減
少
し
て
い
る
。

ま
た
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
で
、
近
い
将
来
、
生
産
年
齢

人
口
も
減
少
し
て
い
く
こ
と
か

ら
、
今
後
、
総
合
計
画
や
各
種

基
本
計
画
等
を
着
実
に
実
行
す

る
こ
と
が
必
要
と
な
る
が
、
平

成
二
七
年
度
決
算
を
踏
ま
え
、

本
市
の
将
来
像
を
ど
の
よ
う
に

描
き
、
自
主
財
源
の
確
保
と
政

策
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
伺
う
。

市
長

移
住
率
や
出
生
率
を
上
昇
さ
せ

る
こ
と
に
あ
わ
せ
、
納
税
方
法

の
多
様
化
等
で
収
納
率
の
向
上

を
図
っ
て
い
く

■
正
風
改
革
ク
ラ
ブ

市長

市長

市長

市長

市長

市長

市長

市長

市長

市長

市長

市長

市長
市長
市長
市長

議長
議長

議長
議長
議長

議長

議員
８名

議員
８名
議員
８名
議員
８名
議員
８名

平成27年度決算に基づく健全化判断
比率及び資金不足比率の報告につい
て

伊東市職員の退職管理に関する条例

伊東市職員の公益的法人等への派遣
に関する条例
伊東市議会議員等の報酬及び期末手
当の支給並びに費用弁償条例及び伊
東市特別職の職員の給与に関する条
例の一部を改正する条例
伊東市文化施設整備基金条例

災害時情報伝達システム整備工事請
負契約の締結について
平成27年度伊東市病院事業会計資本
金の額の減少について

平成27年度伊東市水道事業会計未処
分利益剰余金の処分について

平成28年度伊東市一般会計補正予算
（第２号）

平成28年度伊東市下水道事業特別会
計補正予算（第２号）

平成28年度伊東市国民健康保険事業
特別会計補正予算（第１号）

平成27年度伊東市一般会計歳入歳出
決算、８特別会計歳入歳出決算、２
企業会計決算
教育長任命の同意について
公平委員会委員選任の同意について
教育委員会委員任命の同意について
監査委員選任の同意について

副議長選挙

成年後見制度利用者に対する成年後
見人等の報酬助成及び届け出窓口一
元化を求める陳情
議長辞職願について
議長選挙

副議長辞職願について
副議長選挙
常任委員会委員の所属変更について

議会運営委員会委員の補欠選任につ
いて
返済不要の「給付型奨学金」の創設
及び無利子奨学金の拡充を求める意
見書
「同一労働同一賃金」の実現を求め
る意見書
無年金者対策の推進を求める意見書

チーム学校推進法の早期制定を求め
る意見書
有害鳥獣対策の推進を求める意見書

地方公共団体の財政の健全化に関する法律の規定に基づき、①実

質赤字比率、②連結実質赤字比率、③実質公債費比率、④将来負

担比率の「健全化判断比率」の報告及び病院事業会計、水道事業

会計、下水道事業特別会計について「資金不足比率」の報告

地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改正する法律の施

行に伴い、職員の退職管理に関する規定が設けられたことから、

再就職者による依頼等の規制について定めるとともに、再就職者

の任命権者への届出について定める条例制定

平成28年10月設立予定の一般社団法人美しい伊豆創造センター

に本市職員を派遣するための条例制定

伊東市特別職報酬等審議会において、議員の報酬の額並びに市長、

副市長及び教育長の給料額について引き上げが答申されたこと並

びに９月から特別職としての身分を有する教育長の就任が予定さ

れていることに伴う条例改正

文化施設の新設等、本市の文化施設の整備に必要な資金を積み立

てるため、伊東市文化施設整備基金を設置し、その基金の管理に

ついて定める条例制定

契約金額：１億9,656万円

契約の相手方：ＮＥＣネッツエスアイ株式会社　静岡支店

平成27年度伊東市病院事業会計資本金31億8,571万1,031円のう

ち、１億5,227万4,875円を減少し、欠損金に振り替えることに

ついて、地方公営企業法の規定により議会の議決を求めるもの

平成27年度伊東市水道事業会計未処分利益剰余金３億2,814万

5,883円のうち、１億5,664万393円を減債積立金へ、5,000万円

を建設改良積立金へ、１億2,150万5,490円を資本金へ組み入れ

ることについて、地方公営企業法の規定により議会の議決を求め

るもの

第一に市内の経済状況を勘案して、住宅リフォーム振興事業補助

金や起業支援及び空き店舗対策事業補助金、公共施設の小規模修

繕を中心とした緊急経済雇用対策事業など、第二に消防ポンプ自

動車や防災用資機材などの購入経費、第三に財政調整基金、文化

施設整備基金への積み立てなど、５億3,204万円の追加

ポンプ場、湯川終末処理場、荻・十足処理区マンホールポンプ、

かわせみ浄化センターの４施設における平成29年度から平成31

年度までの３年間の施設維持管理を委託するに当たり、４件の債

務負担行為を追加

歳出では保険給付費を増額するとともに、確定した後期高齢者支

援金等を減額し、歳入では繰越金の計上、前期高齢者交付金の減

額等で2,398万4,000円の減額

※２ページをごらんください。

　橋雄幸氏（吉田）新任

佐藤直道氏（富戸）新任

村上惠宏氏（吉田）新任

杉山雅男氏（湯川）新任

榎本元彦副議長の逝去に伴う副議長選挙

有効投票18票のうち、横沢勇議員18票で、横沢勇議員が当選

宮　雅薫議長の議長辞職

有効投票15票のうち、稲葉富士憲議員15票で、稲葉富士憲議員

が当選

横沢勇副議長の副議長辞職

有効投票14票のうち、佐山正議員14票で、佐山正議員が当選

※ホームページ　第18期伊東市議会議員名簿の「委員会委員一

覧」をごらんください

※ホームページ　第18期伊東市議会議員名簿の「委員会委員一

覧」をごらんください

内閣総理大臣、文部科学大臣、衆議院議長及び参議院議長に提出

内閣総理大臣、厚生労働大臣、衆議院議長及び参議院議長に提出

内閣総理大臣、財務大臣、厚生労働大臣、衆議院議長及び参議院

議長に提出

内閣総理大臣、総務大臣、文部科学大臣、衆議院議長及び参議院

議長に提出

内閣総理大臣、農林水産大臣、経済産業大臣、環境大臣、衆議院

議長及び参議院議長に提出
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発議第12号
発選第６号
発選第７号

発選第８号

発議第６号

発議第７号

発議第８号

発議第９号

発議第10号

全会一致
で採択　

全会一致
で可決　
全会一致
で選任　
全会一致
で可決　

全会一致
で可決　
全会一致
で可決　
全会一致
で可決　
全会一致
で可決　

陳情者：公益社団法人　成年後見センター・リーガルサポート静岡支部

支部長　澤本裕貴氏、静岡県司法書士会　会長　杉山陽一氏、静岡県司

法書士政治連盟　会長　水野裕之氏

　

定
例
会
初
日
、
故
榎
本
元
彦

副
議
長
へ
の
追
悼
演
説
に
続
き
、

副
議
長
選
挙
を
行
い
、
投
票
の

結
果
、
横
沢
勇
議
員
が
当
選
し
、

副
議
長
に
就
任
し
ま
し
た
が
、

最
終
日
に
副
議
長
辞
職
願
が
提

出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
許
可
さ

れ
た
た
め
、
新
た
に
副
議
長
選

挙
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
陳
情
は
、
成
年
後
見
人
等

の
報
酬
助
成
に
関
す
る
要
綱
制

定
や
市
か
ら
郵
送
さ
れ
る
被
後

見
人
宛
郵
便
物
の
送
付
先
を
成

年
後
見
人
等
に
変
更
す
る
た
め

の
届
け
出
窓
口
を
一
元
化
す
る

こ
と
等
を
求
め
る
も
の
で
、
付

託
さ
れ
た
常
任
福
祉
文
教
委
員

会
で
は
採
択
す
べ
し
、
ま
た
、

処
理
の
経
過
及
び
結
果
の
報
告

を
請
求
す
る
こ
と
を
適
当
と
決

定
し
、
本
会
議
に
お
い
て
全
会

一
致
で
採
択
と
決
定
し
ま
し
た
。

横沢　勇

第68代副議長

第
六
八
代
副
議
長
を
選
出

陳
情
第
二
号
に
つ
い
て

全会派及び会派に所属していない議員から６議員が質疑

／決算概要説明及び各会計決算に係る議案について （質疑順に掲載）

◎＝会派代表者、会派構成議員は決算大綱質疑時の議席順。質疑した議員は、太字・網かけ

市 議 会 だ よ り
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プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
に

つ
い
て
、
そ
の
成
果
を
伺
う

■
民
進
ク
ラ
ブ

財
政
調
整
基
金
及
び
減
債
基

金
の
適
正
規
模
に
つ
い
て
、

伺
う

■
自
民
・
絆

　

人
口
減
少
や
市
税
の
落
ち
込

み
が
見
込
ま
れ
る
中
、
積
極
的

な
移
住
定
住
促
進
策
や
子
育
て

支
援
の
充
実
な
ど
に
よ
り
、
移

住
率
や
出
生
率
を
上
昇
さ
せ
る

こ
と
に
あ
わ
せ
、
市
税
に
つ
い

て
は
、
課
税
の
適
正
化
及
び
納

税
方
法
の
多
様
化
な
ど
で
収
納

率
の
向
上
を
図
り
、
自
主
財
源

の
確
保
に
努
め
て
い
く
。
ま
た
、

行
財
政
運
営
の
さ
ら
な
る
簡

素
・
効
率
化
を
図
り
、
本
市
の

将
来
像
﹁
ず
っ
と
住
み
た
い

ま
た
来
た
い　

健
康
保
養
都
市

い
と
う
﹂
の
実
現
に
向
け
、
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

市
長

　

保
健
衛
生
総
務
費
の
不
妊
治

療
費
助
成
金
の
対
象
者
増
加
や
、

地
域
保
健
費
の
が
ん
検
診
の
受

診
者
増
加
等
が
要
因
で
あ
る
。

　

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
及
び
病
院
事
業
会
計
へ

の
繰
出
金
が
増
と
な
っ
て
い
る
。

　

観
光
費
に
つ
い
て
は
、
ジ
オ

サ
イ
ト
等
の
整
備
、
マ
リ
ン
タ

ウ
ン
内
観
光
ト
イ
レ
新
設
及
び

伊
東
ゴ
ル
フ
メ
ッ
カ
推
進
事
業

費
補
助
金
の
創
設
な
ど
が
主
な

要
因
で
あ
る
。

　

各
事
業
の
成
果
と
し
て
は
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
重

視
し
た
観
光
ト
イ
レ
の
整
備
や
、

ジ
オ
サ
イ
ト
整
備
に
よ
り
、
さ

ら
な
る
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力
を

発
信
す
る
と
と
も
に
、
安
全
、

か
つ
安
心
し
て
市
内
観
光
ス

ポ
ッ
ト
を
周
遊
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
た
。

﹃
そ
の
他
の
質
疑
﹄
一
五
項
目

・
青
木
敬
博
議
員
・
中
島
弘
道
議
員

◎
稲
葉
富
士
憲
議
員

・
稲
葉
正
仁
議
員

　

こ
の
一
一
年
間
で
財
政
調
整

基
金
は
七
八
倍
、
減
債
基
金
は

一
〇
四
倍
に
ま
で
増
加
し
、
一

方
、
普
通
会
計
に
お
い
て
、
借
金

で
あ
る
地
方
債
現
在
高
は
減
少

し
て
い
る
。
家
計
に
例
え
る
な

ら
、
将
来
に
備
え
て
貯
金
を
し
、

同
時
に
借
金
も
返
済
し
て
い
る

状
態
で
あ
り
、
称
賛
さ
れ
て
も
、

け
な
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　

し
か
し
、
そ
れ
が
地
方
公
共

団
体
と
な
る
と
、
貯
金
よ
り
も
、

市
民
の
生
活
向
上
の
た
め
に
黒

字
額
を
使
う
べ
き
だ
と
い
う
意

見
が
出
て
く
る
。
そ
の
使
途
に

つ
い
て
は
、
減
税
や
子
育
て
支

援
等
、
十
人
十
色
の
提
案
が
さ

れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
市
民
感
情

を
考
慮
す
る
と
、
基
金
の
適
正

規
模
の
問
題
が
浮
か
び
上
が
る

こ
と
か
ら
、
財
政
調
整
基
金
及

び
減
債
基
金
の
適
正
規
模
に
つ

い
て
、
見
解
を
伺
う
。

市
長

財
政
調
整
基
金
は
、
一
般
的
に

望
ま
し
い
と
さ
れ
る
数
字
は
あ

る
が
、
不
測
の
事
態
に
対
応
す

る
た
め
に
一
定
規
模
が
必
要
で

あ
り
、
減
債
基
金
は
、
平
成
二

九
〜
三
六
年
度
ま
で
大
型
事
業

の
起
債
の
償
還
が
重
な
る
こ
と

か
ら
、
具
体
的
な
目
標
額
が
あ

る
わ
け
で
は
な
い
が
、
し
ば
ら

く
は
積
み
立
て
て
い
き
た
い

　

財
政
調
整
基
金
に
つ
い
て
は
、

一
般
的
に
、
標
準
財
政
規
模
の

一
〇
％
か
ら
一
五
％
が
望
ま
し

い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
年
度

間
の
財
源
の
不
均
衡
の
調
整
と

と
も
に
、
近
年
、
自
然
災
害
が

甚
大
化
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
う
い
っ
た
不
測
の
事

態
に
対
応
す
る
た
め
に
一
定
規

模
の
積
み
立
て
は
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　

減
債
基
金
に
つ
い
て
は
、
主

に
、
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
更
新

改
良
整
備
事
業
に
お
け
る
起
債

の
償
還
に
備
え
る
た
め
に
積
み

立
て
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
建

設
改
良
整
備
事
業
に
係
る
起
債

の
償
還
が
本
格
化
し
、
新
保
健

福
祉
施
設
建
設
事
業
や
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
な
ど
の

大
型
事
業
の
起
債
の
償
還
も
重

な
る
平
成
二
九
年
度
か
ら
平
成

三
六
年
度
ま
で
は
、
毎
年
度
の

公
債
費
が
、
現
時
点
と
比
べ
、

三
億
円
か
ら
四
億
円
程
度
ふ
え

る
見
込
み
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
具
体
的
な
目
標

額
を
設
定
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
し
ば
ら
く
は
、
収
支

状
況
を
見
き
わ
め
な
が
ら
、
計

画
的
に
積
み
立
て
て
い
き
た
い
。

﹃
そ
の
他
の
質
疑
﹄
二
七
項
目

・
四
宮
和
彦
議
員
◎
鈴
木
克
政
議
員

・
浅
田
良
弘
議
員

　

商
品
券
事
業
の
商
工
業
振
興

策
と
し
て
の
効
果
は
、
か
ね
て

か
ら
疑
問
視
さ
れ
て
お
り
、
ま

た
、
こ
の
事
業
の
検
証
に
つ
い

て
は
、
国
に
報
告
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

成
果
が
得
ら
れ
た
か
伺
う
。

市
長

地
域
の
消
費
拡
大
だ
け
で
な
く
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
好
影
響

が
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る

　

四
億
円
余
り
が
市
内
で
消
費

さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
直
接
的
な

消
費
喚
起
効
果
と
、
新
た
な
消

費
誘
発
効
果
と
し
て
一
億
円
を

超
え
る
消
費
が
あ
っ
た
こ
と
な

ど
、
地
域
の
消
費
拡
大
に
大
き

な
成
果
が
あ
っ
た
と
認
識
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
換
金
割
合
が

地
元
小
規
模
店
と
大
型
店
で
お

お
む
ね
同
率
と
な
る
等
、
身
近

な
地
域
店
舗
へ
の
誘
客
効
果
や
、

参
加
店
舗
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

か
ら
、
商
店
街
を
初
め
と
し
た

地
域
経
済
の
活
性
化
に
も
好
影

響
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

市
長

　

地
域
の
医
療
の
機
能
分
化
と

連
携
を
推
進
し
て
き
た
が
、
新

病
院
建
設
に
よ
り
、
医
療
機
能

の
向
上
が
図
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

医
師
会
と
の
病
診
連
携
等
、
役

割
分
担
と
連
携
に
つ
い
て
協
議

を
進
め
、
地
域
医
療
支
援
病
院

の
承
認
に
向
け
、
現
在
、
申
請

の
準
備
中
で
あ
る
。
こ
の
承
認

を
受
け
る
こ
と
で
、
賀
茂
医
療

圏
域
も
含
め
た
伊
豆
東
海
岸
の

基
幹
施
設
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
て
い
く
。

﹃
そ
の
他
の
質
疑
﹄　

七
項
目

・
鳥
居
康
子
議
員
・
篠
原
峰
子
議
員

◎
長
沢　

正
議
員

　

佃
市
長
就
任
時
に
あ
っ
た
、

七
億
五
四
〇
〇
万
円
程
の
累
積

赤
字
を
解
消
し
、
平
成
二
六
年

度
に
一
五
年
ぶ
り
に
一
般
会
計

へ
の
繰
り
出
し
が
あ
っ
た
が
、

平
成
二
七
年
度
の
競
輪
事
業
の

成
果
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

伺
う
。

市
長

一
般
会
計
へ
の
繰
り
出
し
が
継

続
で
き
る
よ
う
、
経
営
基
盤
の

強
化
を
図
っ
て
い
く

　

全
国
競
輪
施
行
者
協
議
会
副

会
長
と
し
て
、
積
極
的
に
競
輪

制
度
改
革
を
進
め
た
結
果
、
不

採
算
レ
ー
ス
で
あ
る
Ｆ
Ⅱ
開
催

の
削
減
や
賞
金
基
準
の
同
一
化

等
が
実
現
し
、
開
催
経
費
等
の

削
減
に
も
努
め
、
平
成
二
七
年

度
に
は
一
般
会
計
へ
七
〇
〇
〇

万
円
の
繰
り
出
し
を
行
う
と
と

も
に
、
全
国
四
三
競
輪
場
全
て

が
黒
字
と
な
る
な
ど
、
大
き
な

成
果
が
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い

る
。
今
後
も
、
一
般
会
計
へ
の

繰
り
出
し
が
継
続
で
き
る
よ
う
、

さ
ら
な
る
経
営
基
盤
の
強
化
を

図
っ
て
い
く
。

市
長

　

地
域
の
防
災
力
向
上
を
図
る

た
め
に
は
、
行
政
と
市
民
が
協

働
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要

で
あ
る
た
め
、
行
政
か
ら
は
自

主
防
災
会
等
の
要
望
に
基
づ
く

災
害
用
資
機
材
等
の
交
付
を
行

い
、
地
域
で
は
市
民
と
行
政
が

一
体
と
な
り
津
波
対
策
地
区
協

議
会
を
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、

各
種
訓
練
を
通
じ
﹁
共
助
の
精

神
﹂
を
確
認
し
、
自
主
防
災
会

に
は
顔
の
見
え
る
関
係
を
築
け

る
よ
う
努
め
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
今
後
も
地
域
や
教
育
機
関

等
と
連
携
す
る
中
で
地
域
防
災

力
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
。

﹃
そ
の
他
の
質
疑
﹄　

八
項
目

・
佐
藤
龍
彦
議
員
◎
重
岡
秀
子
議
員

市
長

　

個
人
市
民
税
は
、
対
前
年
度

比
で
、
二
四
三
六
万
三
〇
二
五

円
の
減
と
な
っ
て
い
る
が
、
比

率
で
、
〇
・
九
％
の
減
で
あ
り
、

ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

　

入
湯
税
は
、
対
前
年
度
比
、

二
二
九
〇
万
九
五
八
〇
円
の
増

で
、
二
年
連
続
の
増
加
と
な
り
、

旅
館
の
利
用
客
を
中
心
と
す
る

入
湯
客
数
が
、
順
調
に
回
復
し

つ
つ
あ
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
入
湯
税
は
増
加

傾
向
に
あ
る
が
、
来
遊
客
の
増

加
が
市
内
経
済
全
体
を
押
し
上

げ
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い

と
分
析
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
来
遊
客
が
旅
館
の

中
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ま
ち

に
出
て
い
く
た
め
の
政
策
、
す

な
わ
ち
、
点
と
点
を
結
ぶ
動
線

づ
く
り
を
行
政
が
実
施
す
る
こ

と
で
、
商
店
街
の
活
性
化
、
ひ

い
て
は
市
内
の
経
済
対
策
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

﹃
そ
の
他
の
質
疑
﹄　

七
項
目

杉
本
一
彦
議
員

︵
会
派
に
所
属
し
て
い
な
い
︶

市
長

　

平
成
二
七
年
度
に
民
間
保
育

園
一
園
が
開
所
し
、
ま
た
、
玖

須
美
保
育
園
に
お
い
て
、
〇
歳

児
の
増
員
を
図
り
、
平
成
二
七

年
度
の
年
間
通
園
人
数
は
、
対

前
年
度
で
四
九
八
人
の
増
員
と

な
っ
た
こ
と
で
、
一
定
の
成
果

が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。　

　

今
後
は
、
〇
〜
二
歳
児
の
待

機
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
来
年

度
の
保
育
園
入
園
申
し
込
み
の

状
況
を
注
視
し
、
必
要
に
応
じ

て
、
地
域
型
保
育
事
業
等
の
推

進
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

﹃
そ
の
他
の
質
疑
﹄　

七
項
目

保
健
衛
生
費
の
増
額
要
因
及
び

観
光
費
の
増
額
の
要
因
と
各
事

業
に
対
す
る
成
果
を
伺
う

市 議 会 だ よ り
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競
輪
事
業
に
関
し
、
そ
の
成

果
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

伺
う

■
公
明
党

市
税
の
状
況
は
、
市
内
経
済

や
市
民
生
活
を
反
映
す
る
と

考
え
る
が
、
平
成
二
七
年
度

決
算
に
お
け
る
個
人
市
民
税

と
入
湯
税
の
状
況
を
ど
の
よ

う
に
分
析
し
て
い
る
か
伺
う

保
育
園
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
を

目
指
し
行
っ
て
き
た
対
策
と

成
果
及
び
今
後
の
展
望
を
伺

う

■
日
本
共
産
党

病
院
事
業
会
計
に
関
し
、
現

在
の
伊
東
市
民
病
院
の
役
割
・

機
能
は
、
地
域
医
療
の
基
幹

施
設
と
し
て
十
分
か
、
ま
た

今
後
ど
の
よ
う
な
機
能
充
実

を
図
る
べ
き
と
考
え
る
か
伺

う
　

人
口
減
少
や
市
税
の
落
ち
込

み
が
見
込
ま
れ
る
中
、
積
極
的

な
移
住
定
住
促
進
策
や
子
育
て

支
援
の
充
実
な
ど
に
よ
り
、
移

住
率
や
出
生
率
を
上
昇
さ
せ
る

こ
と
に
あ
わ
せ
、
市
税
に
つ
い

て
は
、
課
税
の
適
正
化
及
び
納

税
方
法
の
多
様
化
な
ど
で
収
納

率
の
向
上
を
図
り
、
自
主
財
源

の
確
保
に
努
め
て
い
く
。
ま
た
、

行
財
政
運
営
の
さ
ら
な
る
簡

素
・
効
率
化
を
図
り
、
本
市
の

将
来
像
﹁
ず
っ
と
住
み
た
い

ま
た
来
た
い　

健
康
保
養
都
市

い
と
う
﹂
の
実
現
に
向
け
、
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

市
長

　

保
健
衛
生
総
務
費
の
不
妊
治

療
費
助
成
金
の
対
象
者
増
加
や
、

地
域
保
健
費
の
が
ん
検
診
の
受

診
者
増
加
等
が
要
因
で
あ
る
。

　

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
及
び
病
院
事
業
会
計
へ

の
繰
出
金
が
増
と
な
っ
て
い
る
。

　

観
光
費
に
つ
い
て
は
、
ジ
オ

サ
イ
ト
等
の
整
備
、
マ
リ
ン
タ

ウ
ン
内
観
光
ト
イ
レ
新
設
及
び

伊
東
ゴ
ル
フ
メ
ッ
カ
推
進
事
業

費
補
助
金
の
創
設
な
ど
が
主
な

要
因
で
あ
る
。

　

各
事
業
の
成
果
と
し
て
は
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
重

視
し
た
観
光
ト
イ
レ
の
整
備
や
、

ジ
オ
サ
イ
ト
整
備
に
よ
り
、
さ

ら
な
る
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力
を

発
信
す
る
と
と
も
に
、
安
全
、

か
つ
安
心
し
て
市
内
観
光
ス

ポ
ッ
ト
を
周
遊
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
た
。

﹃
そ
の
他
の
質
疑
﹄
一
五
項
目

・
青
木
敬
博
議
員
・
中
島
弘
道
議
員

◎
稲
葉
富
士
憲
議
員

・
稲
葉
正
仁
議
員

　

こ
の
一
一
年
間
で
財
政
調
整

基
金
は
七
八
倍
、
減
債
基
金
は

一
〇
四
倍
に
ま
で
増
加
し
、
一

方
、
普
通
会
計
に
お
い
て
、
借
金

で
あ
る
地
方
債
現
在
高
は
減
少

し
て
い
る
。
家
計
に
例
え
る
な

ら
、
将
来
に
備
え
て
貯
金
を
し
、

同
時
に
借
金
も
返
済
し
て
い
る

状
態
で
あ
り
、
称
賛
さ
れ
て
も
、

け
な
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　

し
か
し
、
そ
れ
が
地
方
公
共

団
体
と
な
る
と
、
貯
金
よ
り
も
、

市
民
の
生
活
向
上
の
た
め
に
黒

字
額
を
使
う
べ
き
だ
と
い
う
意

見
が
出
て
く
る
。
そ
の
使
途
に

つ
い
て
は
、
減
税
や
子
育
て
支

援
等
、
十
人
十
色
の
提
案
が
さ

れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
市
民
感
情

を
考
慮
す
る
と
、
基
金
の
適
正

規
模
の
問
題
が
浮
か
び
上
が
る

こ
と
か
ら
、
財
政
調
整
基
金
及

び
減
債
基
金
の
適
正
規
模
に
つ

い
て
、
見
解
を
伺
う
。

市
長

財
政
調
整
基
金
は
、
一
般
的
に

望
ま
し
い
と
さ
れ
る
数
字
は
あ

る
が
、
不
測
の
事
態
に
対
応
す

る
た
め
に
一
定
規
模
が
必
要
で

あ
り
、
減
債
基
金
は
、
平
成
二

九
〜
三
六
年
度
ま
で
大
型
事
業

の
起
債
の
償
還
が
重
な
る
こ
と

か
ら
、
具
体
的
な
目
標
額
が
あ

る
わ
け
で
は
な
い
が
、
し
ば
ら

く
は
積
み
立
て
て
い
き
た
い

　

財
政
調
整
基
金
に
つ
い
て
は
、

一
般
的
に
、
標
準
財
政
規
模
の

一
〇
％
か
ら
一
五
％
が
望
ま
し

い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
年
度

間
の
財
源
の
不
均
衡
の
調
整
と

と
も
に
、
近
年
、
自
然
災
害
が

甚
大
化
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
う
い
っ
た
不
測
の
事

態
に
対
応
す
る
た
め
に
一
定
規

模
の
積
み
立
て
は
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　

減
債
基
金
に
つ
い
て
は
、
主

に
、
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
更
新

改
良
整
備
事
業
に
お
け
る
起
債

の
償
還
に
備
え
る
た
め
に
積
み

立
て
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
建

設
改
良
整
備
事
業
に
係
る
起
債

の
償
還
が
本
格
化
し
、
新
保
健

福
祉
施
設
建
設
事
業
や
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
な
ど
の

大
型
事
業
の
起
債
の
償
還
も
重

な
る
平
成
二
九
年
度
か
ら
平
成

三
六
年
度
ま
で
は
、
毎
年
度
の

公
債
費
が
、
現
時
点
と
比
べ
、

三
億
円
か
ら
四
億
円
程
度
ふ
え

る
見
込
み
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
具
体
的
な
目
標

額
を
設
定
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
し
ば
ら
く
は
、
収
支

状
況
を
見
き
わ
め
な
が
ら
、
計

画
的
に
積
み
立
て
て
い
き
た
い
。

﹃
そ
の
他
の
質
疑
﹄
二
七
項
目

・
四
宮
和
彦
議
員
◎
鈴
木
克
政
議
員

・
浅
田
良
弘
議
員

　

商
品
券
事
業
の
商
工
業
振
興

策
と
し
て
の
効
果
は
、
か
ね
て

か
ら
疑
問
視
さ
れ
て
お
り
、
ま

た
、
こ
の
事
業
の
検
証
に
つ
い

て
は
、
国
に
報
告
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

成
果
が
得
ら
れ
た
か
伺
う
。

市
長

地
域
の
消
費
拡
大
だ
け
で
な
く
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
好
影
響

が
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る

　

四
億
円
余
り
が
市
内
で
消
費

さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
直
接
的
な

消
費
喚
起
効
果
と
、
新
た
な
消

費
誘
発
効
果
と
し
て
一
億
円
を

超
え
る
消
費
が
あ
っ
た
こ
と
な

ど
、
地
域
の
消
費
拡
大
に
大
き

な
成
果
が
あ
っ
た
と
認
識
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
換
金
割
合
が

地
元
小
規
模
店
と
大
型
店
で
お

お
む
ね
同
率
と
な
る
等
、
身
近

な
地
域
店
舗
へ
の
誘
客
効
果
や
、

参
加
店
舗
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

か
ら
、
商
店
街
を
初
め
と
し
た

地
域
経
済
の
活
性
化
に
も
好
影

響
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

市
長

　

地
域
の
医
療
の
機
能
分
化
と

連
携
を
推
進
し
て
き
た
が
、
新

病
院
建
設
に
よ
り
、
医
療
機
能

の
向
上
が
図
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

医
師
会
と
の
病
診
連
携
等
、
役

割
分
担
と
連
携
に
つ
い
て
協
議

を
進
め
、
地
域
医
療
支
援
病
院

の
承
認
に
向
け
、
現
在
、
申
請

の
準
備
中
で
あ
る
。
こ
の
承
認

を
受
け
る
こ
と
で
、
賀
茂
医
療

圏
域
も
含
め
た
伊
豆
東
海
岸
の

基
幹
施
設
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
て
い
く
。

﹃
そ
の
他
の
質
疑
﹄　

七
項
目

・
鳥
居
康
子
議
員
・
篠
原
峰
子
議
員

◎
長
沢　

正
議
員

　

佃
市
長
就
任
時
に
あ
っ
た
、

七
億
五
四
〇
〇
万
円
程
の
累
積

赤
字
を
解
消
し
、
平
成
二
六
年

度
に
一
五
年
ぶ
り
に
一
般
会
計

へ
の
繰
り
出
し
が
あ
っ
た
が
、

平
成
二
七
年
度
の
競
輪
事
業
の

成
果
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

伺
う
。

市
長

一
般
会
計
へ
の
繰
り
出
し
が
継

続
で
き
る
よ
う
、
経
営
基
盤
の

強
化
を
図
っ
て
い
く

　

全
国
競
輪
施
行
者
協
議
会
副

会
長
と
し
て
、
積
極
的
に
競
輪

制
度
改
革
を
進
め
た
結
果
、
不

採
算
レ
ー
ス
で
あ
る
Ｆ
Ⅱ
開
催

の
削
減
や
賞
金
基
準
の
同
一
化

等
が
実
現
し
、
開
催
経
費
等
の

削
減
に
も
努
め
、
平
成
二
七
年

度
に
は
一
般
会
計
へ
七
〇
〇
〇

万
円
の
繰
り
出
し
を
行
う
と
と

も
に
、
全
国
四
三
競
輪
場
全
て

が
黒
字
と
な
る
な
ど
、
大
き
な

成
果
が
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い

る
。
今
後
も
、
一
般
会
計
へ
の

繰
り
出
し
が
継
続
で
き
る
よ
う
、

さ
ら
な
る
経
営
基
盤
の
強
化
を

図
っ
て
い
く
。

市
長

　

地
域
の
防
災
力
向
上
を
図
る

た
め
に
は
、
行
政
と
市
民
が
協

働
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要

で
あ
る
た
め
、
行
政
か
ら
は
自

主
防
災
会
等
の
要
望
に
基
づ
く

災
害
用
資
機
材
等
の
交
付
を
行

い
、
地
域
で
は
市
民
と
行
政
が

一
体
と
な
り
津
波
対
策
地
区
協

議
会
を
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、

各
種
訓
練
を
通
じ
﹁
共
助
の
精

神
﹂
を
確
認
し
、
自
主
防
災
会

に
は
顔
の
見
え
る
関
係
を
築
け

る
よ
う
努
め
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
今
後
も
地
域
や
教
育
機
関

等
と
連
携
す
る
中
で
地
域
防
災

力
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
。

﹃
そ
の
他
の
質
疑
﹄　

八
項
目

・
佐
藤
龍
彦
議
員
◎
重
岡
秀
子
議
員

市
長

　

個
人
市
民
税
は
、
対
前
年
度

比
で
、
二
四
三
六
万
三
〇
二
五

円
の
減
と
な
っ
て
い
る
が
、
比

率
で
、
〇
・
九
％
の
減
で
あ
り
、

ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

　

入
湯
税
は
、
対
前
年
度
比
、

二
二
九
〇
万
九
五
八
〇
円
の
増

で
、
二
年
連
続
の
増
加
と
な
り
、

旅
館
の
利
用
客
を
中
心
と
す
る

入
湯
客
数
が
、
順
調
に
回
復
し

つ
つ
あ
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
入
湯
税
は
増
加

傾
向
に
あ
る
が
、
来
遊
客
の
増

加
が
市
内
経
済
全
体
を
押
し
上

げ
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い

と
分
析
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
来
遊
客
が
旅
館
の

中
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ま
ち

に
出
て
い
く
た
め
の
政
策
、
す

な
わ
ち
、
点
と
点
を
結
ぶ
動
線

づ
く
り
を
行
政
が
実
施
す
る
こ

と
で
、
商
店
街
の
活
性
化
、
ひ

い
て
は
市
内
の
経
済
対
策
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

﹃
そ
の
他
の
質
疑
﹄　

七
項
目

杉
本
一
彦
議
員

︵
会
派
に
所
属
し
て
い
な
い
︶

市
長

　

平
成
二
七
年
度
に
民
間
保
育

園
一
園
が
開
所
し
、
ま
た
、
玖

須
美
保
育
園
に
お
い
て
、
〇
歳

児
の
増
員
を
図
り
、
平
成
二
七

年
度
の
年
間
通
園
人
数
は
、
対

前
年
度
で
四
九
八
人
の
増
員
と

な
っ
た
こ
と
で
、
一
定
の
成
果

が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。　

　

今
後
は
、
〇
〜
二
歳
児
の
待

機
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
来
年

度
の
保
育
園
入
園
申
し
込
み
の

状
況
を
注
視
し
、
必
要
に
応
じ

て
、
地
域
型
保
育
事
業
等
の
推

進
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

﹃
そ
の
他
の
質
疑
﹄　

七
項
目

地
域
防
災
力
は
向
上
し
て
い

る
か
伺
う

市 議 会 だ よ り
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（登壇順に掲載）９議員が登壇/市政全般について質問

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に

つ
い
て
、
具
体
的
な
検
討
が

あ
っ
た
か
伺
う

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
税
制
と
の

関
係
か
ら
、
秋
か
ら
年
末
に
か

け
て
、
寄
附
が
集
中
す
る
傾
向

に
あ
る
。
三
月
定
例
会
に
お
い

て
、
返
礼
品
の
送
付
に
つ
い
て

前
向
き
に
検
討
す
る
旨
の
答
弁

が
市
長
か
ら
あ
っ
た
が
、
返
礼

品
の
用
意
を
す
る
な
ら
ば
、
九

月
を
め
ど
に
事
業
着
手
し
て
い

な
け
れ
ば
、
今
年
中
に
寄
附
受

け
入
れ
実
績
を
出
す
こ
と
は
難

し
い
と
思
わ
れ
る
。
現
在
ま
で

に
具
体
的
な
検
討
が
あ
っ
た
か

伺
う
。

市
長

来
年
度
の
寄
附
金
か
ら
返
礼
品

を
送
付
し
た
い
と
考
え
て
い
る

　

返
礼
品
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

慎
重
に
検
討
を
続
け
て
い
る
。

今
後
は
、
平
成
二
九
年
度
の
予

算
編
成
に
あ
わ
せ
、
本
市
の
魅

力
発
信
に
つ
な
が
る
よ
う
な
具

体
的
な
事
業
内
容
を
年
内
に
は

決
定
し
、
平
成
二
九
年
度
の
寄

附
金
か
ら
返
礼
品
を
送
付
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
﹄　

六
項
目

　

第
三
次
伊
東
市
保
健
計
画
に
、

発
達
障
害
の
早
期
発
見
・
早
期

対
応
の
た
め
五
歳
児
健
診
導
入

を
検
討
す
る
必
要
性
が
記
述
さ

れ
て
お
り
、
ま
た
、
心
身
の
発

達
等
で
支
援
を
要
す
る
子
供
が

増
加
傾
向
に
あ
る
た
め
、
五
歳

児
健
診
の
導
入
は
急
務
と
感
じ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
取
り
組

み
及
び
保
護
者
へ
の
支
援
体
制

に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

実
施
に
向
け
て
検
討
を
進
め
る

　

五
歳
児
健
診
の
実
施
に
つ
い

て
は
、
発
達
障
害
に
早
期
に
気

づ
き
、
子
供
へ
の
適
切
な
対
応

や
就
学
の
準
備
へ
と
つ
な
が
る

こ
と
か
ら
、
実
施
に
向
け
て
検

討
を
進
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
現
在
、
母
子
保
健
事

業
の
健
診
事
後
教
室
を
開
催
し
、

発
達
相
談
や
適
切
な
か
か
わ
り

に
つ
い
て
指
導
に
よ
る
支
援
を

行
っ
て
お
り
、
今
後
は
、
﹁
さ

く
ら
園
﹂
で
不
安
を
抱
え
る
保

護
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
る
と

と
も
に
、
そ
の
子
供
に
対
す
る

支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
﹄　

二
項
目

　

待
機
児
童
問
題
の
現
状
に
鑑

み
、
以
下
三
点
伺
う
。

一　

待
機
児
童
の
現
状
を
伺
う
。

二　

入
所
の
選
考
基
準
を
伺
う
。

三　

〇
歳
児
か
ら
二
歳
児
の
定

員
を
ふ
や
す
な
ど
の
具
体
的

方
策
が
必
要
と
考
え
る
が
い

か
が
か
。

市
長

待
機
児
童
解
消
の
方
策
に
つ
い

て
は
、
保
育
園
入
園
申
し
込
み

状
況
に
よ
り
各
種
事
業
に
つ
い

て
検
討
す
る

　

今
年
度
待
機
児
童
数
は
、
三

三
人
で
あ
り
、
入
所
の
選
考
基

準
に
つ
い
て
は
、
申
し
込
み
に

当
た
り
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
法
に
基
づ
く
保
育
を
必
要
と

す
る
事
由
や
必
要
量
を
点
数
化

し
て
保
育
指
数
を
算
定
し
、
入

所
判
定
を
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
来
年
度
の
申
し
込
み

の
状
況
に
よ
り
、
待
機
児
童
解

消
の
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
各

種
事
業
を
検
討
す
る
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
﹄　

三
項
目

　

過
日
、
移
住
促
進
事
業
に
お

け
る
日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
の

先
進
地
を
視
察
し
て
き
た
。
平

成
三
一
年
度
ま
で
に
二
〇
〇
戸
、

四
〇
〇
人
の
移
住
者
用
住
宅
及

び
共
同
施
設
、
さ
ら
に
は
交
流

施
設
、
保
育
園
等
を
建
設
予
定

と
の
こ
と
で
あ
り
、
本
市
も
専

門
部
署
を
設
け
積
極
的
に
取
り

組
む
必
要
性
を
感
じ
た
。

　

そ
こ
で
、
日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ

構
想
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
本

市
の
考
え
を
伺
う
。

市
長

構
想
推
進
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
を
見
き
わ
め
た
い

　

高
齢
者
の
さ
ら
な
る
流
入
に

よ
る
高
齢
化
率
の
増
加
、
医
療

や
介
護
の
費
用
増
加
及
び
人
材

確
保
の
面
で
懸
念
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
県
の
﹁
伊
豆
半
島
生
涯
活

躍
の
ま
ち
づ
く
り
検
討
会
議
﹂

の
検
討
状
況
を
注
視
し
、
構
想

推
進
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
を
見
き
わ
め
た
い
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
﹄　

五
項
目

　

市
営
天
城
霊
園
は
多
く
の
市

民
等
の
要
望
に
応
え
て
い
る
と

考
え
る
が
、
墓
地
使
用
者
の
応

募
状
況
を
伺
う
。

　

ま
た
、
家
族
構
成
の
変
化
、

宗
教
や
墓
地
に
対
す
る
考
え
方

の
多
様
化
に
よ
り
、
近
年
、
市

民
要
望
は
変
化
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
ご
遺
骨
の
み
を
預
け
る

こ
と
の
で
き
る
納
骨
堂
等
を
整

備
す
る
考
え
が
な
い
か
伺
う
。 

市
長

納
骨
堂
等
の
建
設
は
、
市
民
要

望
を
参
考
に
検
討
し
て
い
く

　

平
成
二
七
年
度
は
、
四
六
区

画
を
募
集
、
一
九
区
画
の
使
用

者
を
決
定
。
平
成
二
八
年
度
は
、

三
九
区
画
を
募
集
し
、
三
三
区

画
の
使
用
者
を
決
定
し
た
。

　

ま
た
、
霊
園
建
設
第
二
期
計

画
に
は
、
納
骨
堂
等
の
建
設
は

含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
今
後
、

市
民
満
足
度
調
査
の
結
果
等
の

市
民
要
望
を
参
考
に
、
平
成
三

一
年
四
月
以
降
の
建
設
計
画
の

変
更
申
請
に
あ
わ
せ
、
検
討
し

て
い
く
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
﹄　

五
項
目

　

市
営
海
浜
プ
ー
ル
の
老
朽
化

や
全
天
候
型
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整

備
へ
の
市
民
要
望
等
の
課
題
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
の
運
動

施
設
の
建
設
計
画
等
に
つ
い
て

総
合
的
に
話
し
合
い
を
進
め
る

た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
設
置
す
る
な
ど
検
討
に
入
る

べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

市
長

関
係
団
体
な
ど
と
協
議
し
な
が

ら
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い

　

運
動
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
要
望
や
提
案
が
な

さ
れ
て
き
た
。
第
十
次
基
本
計

画
に
お
い
て
も
、
誰
も
が
利
用

し
や
す
い
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整

備
に
努
め
る
こ
と
が
明
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
重
要
か
つ

必
要
な
こ
と
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
し
か
し
、
多
額
の
財

源
を
初
め
、
用
地
や
施
設
概
要

な
ど
多
方
面
か
ら
の
調
査
、
研

究
が
必
要
と
な
る
た
め
、
引
き

続
き
、
関
係
団
体
等
と
協
議
し
、

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
﹄　

二
項
目

五
歳
児
健
診
の
導
入
に
係
る

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
う

保
育
園
の
待
機
児
童
対
策
に

つ
い
て
伺
う

第３次伊東市保健計画

平成 27 年度
ふるさと納税  主な返礼品と寄附金

※ふるさとチョイス調べ   1 万円以下切り捨て

宮崎県 都城市

静岡県 焼津市

山形県 天童市

鹿児島県 大崎町

岡山県 備前市

42 億 3123 万円

38 億 2548 万円

32 億 2788 万円

27 億 1964 万円

27 億 1568 万円

宮 崎 牛 な ど

マ グ ロ な ど

フルーツなど

マンゴーなど

備 前 焼 な ど

／

／

／

／

／

1

2

3

4

5

民進クラブ

四 宮 和 彦 議員

公明党

篠 原 峰 子 議員

日本共産党

重 岡 秀 子 議員

市 議 会 だ よ り
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ふ
る
さ
と
納
税
は
税
制
と
の

関
係
か
ら
、
秋
か
ら
年
末
に
か

け
て
、
寄
附
が
集
中
す
る
傾
向

に
あ
る
。
三
月
定
例
会
に
お
い

て
、
返
礼
品
の
送
付
に
つ
い
て

前
向
き
に
検
討
す
る
旨
の
答
弁

が
市
長
か
ら
あ
っ
た
が
、
返
礼

品
の
用
意
を
す
る
な
ら
ば
、
九

月
を
め
ど
に
事
業
着
手
し
て
い

な
け
れ
ば
、
今
年
中
に
寄
附
受

け
入
れ
実
績
を
出
す
こ
と
は
難

し
い
と
思
わ
れ
る
。
現
在
ま
で

に
具
体
的
な
検
討
が
あ
っ
た
か

伺
う
。

市
長

来
年
度
の
寄
附
金
か
ら
返
礼
品

を
送
付
し
た
い
と
考
え
て
い
る

　

返
礼
品
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

慎
重
に
検
討
を
続
け
て
い
る
。

今
後
は
、
平
成
二
九
年
度
の
予

算
編
成
に
あ
わ
せ
、
本
市
の
魅

力
発
信
に
つ
な
が
る
よ
う
な
具

体
的
な
事
業
内
容
を
年
内
に
は

決
定
し
、
平
成
二
九
年
度
の
寄

附
金
か
ら
返
礼
品
を
送
付
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
﹄　

六
項
目

　

第
三
次
伊
東
市
保
健
計
画
に
、

発
達
障
害
の
早
期
発
見
・
早
期

対
応
の
た
め
五
歳
児
健
診
導
入

を
検
討
す
る
必
要
性
が
記
述
さ

れ
て
お
り
、
ま
た
、
心
身
の
発

達
等
で
支
援
を
要
す
る
子
供
が

増
加
傾
向
に
あ
る
た
め
、
五
歳

児
健
診
の
導
入
は
急
務
と
感
じ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
取
り
組

み
及
び
保
護
者
へ
の
支
援
体
制

に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

実
施
に
向
け
て
検
討
を
進
め
る

　

五
歳
児
健
診
の
実
施
に
つ
い

て
は
、
発
達
障
害
に
早
期
に
気

づ
き
、
子
供
へ
の
適
切
な
対
応

や
就
学
の
準
備
へ
と
つ
な
が
る

こ
と
か
ら
、
実
施
に
向
け
て
検

討
を
進
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
現
在
、
母
子
保
健
事

業
の
健
診
事
後
教
室
を
開
催
し
、

発
達
相
談
や
適
切
な
か
か
わ
り

に
つ
い
て
指
導
に
よ
る
支
援
を

行
っ
て
お
り
、
今
後
は
、
﹁
さ

く
ら
園
﹂
で
不
安
を
抱
え
る
保

護
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
る
と

と
も
に
、
そ
の
子
供
に
対
す
る

支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
﹄　

二
項
目

　

待
機
児
童
問
題
の
現
状
に
鑑

み
、
以
下
三
点
伺
う
。

一　

待
機
児
童
の
現
状
を
伺
う
。

二　

入
所
の
選
考
基
準
を
伺
う
。

三　

〇
歳
児
か
ら
二
歳
児
の
定

員
を
ふ
や
す
な
ど
の
具
体
的

方
策
が
必
要
と
考
え
る
が
い

か
が
か
。

市
長

待
機
児
童
解
消
の
方
策
に
つ
い

て
は
、
保
育
園
入
園
申
し
込
み

状
況
に
よ
り
各
種
事
業
に
つ
い

て
検
討
す
る

　

今
年
度
待
機
児
童
数
は
、
三

三
人
で
あ
り
、
入
所
の
選
考
基

準
に
つ
い
て
は
、
申
し
込
み
に

当
た
り
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
法
に
基
づ
く
保
育
を
必
要
と

す
る
事
由
や
必
要
量
を
点
数
化

し
て
保
育
指
数
を
算
定
し
、
入

所
判
定
を
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
来
年
度
の
申
し
込
み

の
状
況
に
よ
り
、
待
機
児
童
解

消
の
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
各

種
事
業
を
検
討
す
る
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
﹄　

三
項
目

　

過
日
、
移
住
促
進
事
業
に
お

け
る
日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
の

先
進
地
を
視
察
し
て
き
た
。
平

成
三
一
年
度
ま
で
に
二
〇
〇
戸
、

四
〇
〇
人
の
移
住
者
用
住
宅
及

び
共
同
施
設
、
さ
ら
に
は
交
流

施
設
、
保
育
園
等
を
建
設
予
定

と
の
こ
と
で
あ
り
、
本
市
も
専

門
部
署
を
設
け
積
極
的
に
取
り

組
む
必
要
性
を
感
じ
た
。

　

そ
こ
で
、
日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ

構
想
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
本

市
の
考
え
を
伺
う
。

市
長

構
想
推
進
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
を
見
き
わ
め
た
い

　

高
齢
者
の
さ
ら
な
る
流
入
に

よ
る
高
齢
化
率
の
増
加
、
医
療

や
介
護
の
費
用
増
加
及
び
人
材

確
保
の
面
で
懸
念
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
県
の
﹁
伊
豆
半
島
生
涯
活

躍
の
ま
ち
づ
く
り
検
討
会
議
﹂

の
検
討
状
況
を
注
視
し
、
構
想

推
進
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
を
見
き
わ
め
た
い
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
﹄　

五
項
目

　

市
営
天
城
霊
園
は
多
く
の
市

民
等
の
要
望
に
応
え
て
い
る
と

考
え
る
が
、
墓
地
使
用
者
の
応

募
状
況
を
伺
う
。

　

ま
た
、
家
族
構
成
の
変
化
、

宗
教
や
墓
地
に
対
す
る
考
え
方

の
多
様
化
に
よ
り
、
近
年
、
市

民
要
望
は
変
化
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
ご
遺
骨
の
み
を
預
け
る

こ
と
の
で
き
る
納
骨
堂
等
を
整

備
す
る
考
え
が
な
い
か
伺
う
。 

市
長

納
骨
堂
等
の
建
設
は
、
市
民
要

望
を
参
考
に
検
討
し
て
い
く

　

平
成
二
七
年
度
は
、
四
六
区

画
を
募
集
、
一
九
区
画
の
使
用

者
を
決
定
。
平
成
二
八
年
度
は
、

三
九
区
画
を
募
集
し
、
三
三
区

画
の
使
用
者
を
決
定
し
た
。

　

ま
た
、
霊
園
建
設
第
二
期
計

画
に
は
、
納
骨
堂
等
の
建
設
は

含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
今
後
、

市
民
満
足
度
調
査
の
結
果
等
の

市
民
要
望
を
参
考
に
、
平
成
三

一
年
四
月
以
降
の
建
設
計
画
の

変
更
申
請
に
あ
わ
せ
、
検
討
し

て
い
く
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
﹄　

五
項
目

　

市
営
海
浜
プ
ー
ル
の
老
朽
化

や
全
天
候
型
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整

備
へ
の
市
民
要
望
等
の
課
題
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
の
運
動

施
設
の
建
設
計
画
等
に
つ
い
て

総
合
的
に
話
し
合
い
を
進
め
る

た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
設
置
す
る
な
ど
検
討
に
入
る

べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

市
長

関
係
団
体
な
ど
と
協
議
し
な
が

ら
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い

　

運
動
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
要
望
や
提
案
が
な

さ
れ
て
き
た
。
第
十
次
基
本
計

画
に
お
い
て
も
、
誰
も
が
利
用

し
や
す
い
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整

備
に
努
め
る
こ
と
が
明
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
重
要
か
つ

必
要
な
こ
と
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
し
か
し
、
多
額
の
財

源
を
初
め
、
用
地
や
施
設
概
要

な
ど
多
方
面
か
ら
の
調
査
、
研

究
が
必
要
と
な
る
た
め
、
引
き

続
き
、
関
係
団
体
等
と
協
議
し
、

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
﹄　

二
項
目

市
営
天
城
霊
園
の
今
後
の
整

備
に
つ
い
て
伺
う

日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
︵
高
齢
者

地
域
共
同
体
︶
構
想
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う

運
動
施
設
建
設
計
画
の
検
討

に
つ
い
て
伺
う

天城霊園案内図

待機児童問題

市営海浜プール

民進クラブ

鈴木克政議員

公明党

鳥居康子議員

日本共産党

佐藤龍彦議員

市 議 会 だ よ り
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通
学
路
の
安
全
対
策
の
観
点

か
ら
門
野
中
学
校
の
通
学
路

に
お
け
る
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
に
つ
い
て
伺
う

　

平
成
二
四
年
四
月
以
降
、
京

都
府
な
ど
で
登
下
校
中
の
児
童

の
列
に
車
が
突
っ
込
む
事
故
が

相
次
い
で
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、

通
学
路
の
安
全
対
策
と
し
て
の

緊
急
点
検
が
各
自
治
体
で
事
業

化
さ
れ
た
。
本
市
に
お
い
て
も
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、
協
議
を

重
ね
、
小
学
校
に
つ
い
て
は
、

平
成
二
六
年
度
か
ら
安
全
点
検

が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
防
犯

対
策
の
面
か
ら
門
野
中
学
校
の

通
学
路
に
お
け
る
街
路
灯
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
向
け
て
順
次
進
め

て
い
く

　

門
野
中
学
校
の
通
学
路
の
う

ち
、
泉
橋
方
面
及
び
城
平
住
宅

方
面
に
至
る
通
学
路
に
設
置
さ

れ
て
い
る
約
一
〇
〇
基
の
街
路

灯
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会

が
管
理
を
行
っ
て
お
り
、
今
後

は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
向
け
て
順
次

進
め
て
い
く
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
﹄　

五
項
目

　

訪
日
外
国
人
が
旅
行
中
に
困

る
こ
と
の
一
つ
に
、
無
料
公
衆

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
が
整
備
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
が
あ
る
。
本
市
も
整

備
を
強
化
し
て
い
く
と
考
え
ら

れ
る
が
、
市
内
観
光
ス
ポ
ッ
ト

及
び
公
共
施
設
等
へ
の
無
料
公

衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
設
置
状
況
及

び
今
後
の
整
備
計
画
を
伺
う
。

市
長

観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
を
計
画
的

に
整
備
す
る

　

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
に
つ
い
て

は
、
伊
東
駅
前
や
東
海
館
周
辺

を
初
め
、
市
役
所
市
民
ロ
ビ
ー

や
図
書
館
等
に
整
備
し
た
。
さ

ら
に
、
民
間
施
設
に
対
し
て
も

支
援
を
行
っ
て
き
た
。
今
後
は
、

国
の
支
援
策
を
注
視
し
つ
つ
、

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
機
能
つ
き
の

飲
料
水
自
動
販
売
機
等
を
活
用

し
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
等
を
計
画

的
に
整
備
す
る
と
と
も
に
、
民

間
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
も
積

極
的
な
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
﹄　

二
項
目

　

小
・
中
学
校
の
校
舎
や
体
育

館
、
児
童
福
祉
施
設
、
市
営
住

宅
を
含
む
市
有
公
共
建
築
物
の

耐
震
化
の
現
況
を
伺
う
。

市
長

小
・
中
学
校
の
校
舎
及
び
体
育

館
は
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い

る
。
そ
の
他
の
耐
震
補
強
を
要

す
る
建
築
物
ま
た
は
耐
震
未
診

断
建
築
物
も
検
討
し
て
い
く

　

小
・
中
学
校
の
校
舎
及
び
体

育
館
は
、
耐
震
補
強
工
事
施
工

に
よ
り
国
の
耐
震
基
準
を
全
て

満
た
し
て
い
る
。
児
童
福
祉
施

設
に
つ
い
て
は
、
広
野
、
宇
佐

美
保
育
園
の
耐
震
補
強
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。
猪
山
住
宅

は
耐
震
補
強
を
検
討
し
、
耐
震

未
診
断
の
住
宅
に
つ
い
て
は
用

途
廃
止
を
含
め
検
討
し
て
い
く
。

　

今
年
度
、
南
幼
稚
園
富
士
見

分
園
の
耐
震
補
強
設
計
及
び
市

民
体
育
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
補
強

工
事
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
、

そ
の
他
の
耐
震
補
強
を
要
す
る

建
築
物
等
も
検
討
し
て
い
く
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
﹄　

六
項
目

無
料
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
設

置
状
況
及
び
今
後
の
整
備
計

画
に
つ
い
て
伺
う

市
有
公
共
建
築
物
の
耐
震
化

の
現
況
を
伺
う

門
野
中
通
学
路

︵
泉
橋
方
面
︶

市役所市民ロビーで
Wi-Fi使用できます

市有公共建築物（市民体育センター）

　

市
内
に
お
い
て
、
議
員
が
次

の
行
為
を
行
う
こ
と
は
公
職
選

挙
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

■
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る

も
の
を
除
き
、
年
賀
状
等
、

時
候
の
あ
い
さ
つ
状
を
出
す

こ
と

■
有
料
の
あ
い
さ
つ
広
告
を
出

す
こ
と

■
政
党
、
そ
の
他
の
政
治
団
体

や
親
族
に
対
す
る
も
の
を
除

き
、
寄
附
を
す
る
こ
と

寄
附
行
為
や
あ
い
さ
つ
状
の

禁
止
に
つ
い
て

寄
附
行
為
や
あ
い
さ
つ
状
の

禁
止
に
つ
い
て

民進クラブ

浅田良弘議員

山口嘉昭議員

（会派に所属していない）

杉本一彦議員

（会派に所属していない）

市 議 会 だ よ り
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答 問

答 問

答 問答 問

答 問

消防ポンプ自動車（２t）

学校給食センター調理室

質疑する諏訪市議員

総
務
委
員
会

観
光
建
設
委
員
会

福
祉
文
教
委
員
会

　

市
職
員
の
退
職
管
理
に
関
す

る
条
例
の
制
定
経
緯
を
伺
う
。

　

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
よ

り
、
部
課
長
相
当
職
に
あ
っ
た

者
が
営
利
企
業
に
再
就
職
し
た

際
の
現
役
職
員
へ
の
働
き
か
け

の
規
制
等
に
関
し
、
地
方
公
共

団
体
が
条
例
で
定
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の

趣
旨
に
鑑
み
制
定
す
る
。

　

補
正
予
算
に
係
る
消
防
団
の

消
防
車
両
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

　

普
通
自
動
車
免
許
で
運
転
で

き
な
い
車
両
が
配
備
さ
れ
て
い

る
五
つ
の
分
団
に
対
し
、
二
ｔ

車
両
を
本
補
正
予
算
で
二
台
、

次
年
度
以
降
に
三
台
配
備
す
る
。

　

伊
東
市
文
化
施
設
整
備
基
金

条
例
制
定
に
当
た
り
、
文
化
施

設
建
設
に
関
す
る
寄
附
の
現
状

及
び
展
望
を
伺
う
。

　

寄
附
申
し
出
の
声
は
上
が
っ

て
い
る
。
建
設
に
つ
い
て
具
体

的
な
計
画
は
ま
だ
な
い
が
、
多

方
面
か
ら
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　

本
年
度
二
学
期
か
ら
稼
働
し

て
い
る
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、現
状
で
の
課
題
を
伺
う
。

　

台
風
接
近
時
や
警
報
発
令
時

に
お
け
る
、
給
食
の
実
施
か
中

止
か
の
判
断
方
法
に
つ
い
て
、

今
後
検
証
し
て
い
く
必
要
性
を

感
じ
て
い
る
。

　

七
月
一
二
、
一
三
日
の
二

日
間
、
諏
訪
市
議
会
議
員
を

本
市
に
迎
え
、
第
二
五
回
姉

妹
都
市
交
歓
研
修
会
を
行
い

ま
し
た
。

　

一
二
日
は
、
本
市
産
業
課

に
よ
る
﹁
伊
豆
・
い
と
う
地

魚
王
国
の
取
組
に
つ
い
て
﹂

の
説
明
後
、
諏
訪
市
議
員
か

ら
活
発
な
質
疑
が
あ
り
、
後

日
、
諏
訪
市
の
ス
ー
パ
ー
と

本
市
の
鮮
魚
店
間
の
取
引
が

成
立
し
ま
し
た
。

　

翌
一
三
日
、諏
訪
市
議
会
は
、

大
室
山
等
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

起
業
支
援
及
び
空
き
店
舗
対

策
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
、
起

業
し
た
業
種
及
び
事
業
継
続
率

を
伺
う
。

　

ま
ち
な
か
や
駅
前
周
辺
で
レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
、
外
国
人
向
け

の
簡
易
宿
泊
所
な
ど
の
若
者
に

よ
る
新
し
い
業
種
の
起
業
が

あ
っ
た
。
二
年
間
は
事
業
継
続

す
る
こ
と
が
補
助
要
件
と
な
っ

て
い
る
が
、
平
成
二
六
年
度
か

ら
起
業
し
た
四
二
件
の
う
ち
、

二
件
は
廃
業
し
て
い
る
。
今
後

も
、
長
く
事
業
が
継
続
で
き
る

よ
う
に
商
工
会
議
所
と
連
携
し

て
支
援
し
て
い
く
。

◆
詳
細
は
、
一
一
月
下
旬
発
行
予
定
の
九
月
定
例
会
会
議
録
の
委
員
会
審
査
報
告
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

〜
常
任
委
員
会
審
査
の
中
か
ら
〜

常
任
委
員
会
だ
よ
り

閉会中の議会活動
※平成28年6月定例会閉会後
　平成28年9月定例会開会まで

7月

8月

6日

12・13日

19日

25日

28日

25日

議会報編集委員会

諏訪・伊東姉妹都市

　　議会議員交歓研修会

常任総務委員会協議会

議会報編集委員会

常任観光建設委員会協議会

議会運営委員会

平成28年

8月1日学校給食センター落成式

諏
訪
市
議
会
と
伊
東
市
議
会
と
は
、
昭
和

四
三
年
二
月
五
日
の
第
一
回
交
歓
研
修
会

以
来
、
四
年
に
一
度
ず
つ
お
互
い
の
市
を

訪
問
し
、
交
歓
研
修
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

諏
訪
・
伊
東
姉
妹
都
市

　
　
　
　
　

議
会
議
員
交
歓
研
修
会

商工会議所と連携して起業・創業を支援
（伊東創業塾）

市 議 会 だ よ り
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政
務
活
動
費
は
条
例
で
定
め

る
こ
と
に
よ
り
交
付
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
議
員
報
酬
と

は
別
の
も
の
で
す
。
本
市
で
は
、

政
務
活
動
費
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
号
か
ら
紙
面
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
、
カ
ラ
ー
に
し
ま
し
た
。

念
願
の
カ
ラ
ー
化
が
決
定
し
て

以
降
、
さ
ま
ざ
ま
な
協
議
を
経

て
、
よ
う
や
く
発
行
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
議
会
の

情
報
を
さ
ら
に
読
み
や
す
く
発

信
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
感
想
な
ど
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
議
会
報
編
集
委
員
も

新
メ
ン
バ
ー
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

議
会
報
編
集
委
員
会

市
議
会
に
関
す
る
ご
意
見

　
　
ご
質
問
は
議
会
事
務
局
へ

　

九
月
二
七
日
の
最
終

本
会
議
に
お
い
て
、
正

副
議
長
か
ら
辞
職
願
が

提
出
さ
れ
た
こ
と
に
伴

う
選
挙
の
結
果
、
議
長

に
稲
葉
富
士
憲
議
員
、

副
議
長
に
佐
山
正
議
員

を
選
出
し
ま
し
た
。

●
八
月
一
九
日
　
会
派
の
異
動

　
青
木
敬
博
議
員

︵
新
︶
自
民
・
絆

︵
旧
︶
正
風
改
革
ク
ラ
ブ

●
九
月
二
七
日
　
代
表
者
変
更

　
自
民
・
絆

︵
新
︶
中

島

弘

道
議
員

︵
旧
︶
稲
葉
富
士
憲
議
員

正
副
議
長
交
代
に
よ
る
新
委
員
会
構
成

会
派
の
異
動

正
副
議
長
の
選
挙

市議3期　49歳

故  榎 本 元 彦 副議長

編

集

後

記

※
稲
葉
富
士
憲
議
長
は
、
総
務
委
員
会
に
所
属
し
て
い
ま
す
が
、
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
、
委
員
活
動
を
辞
退
し
て
い
ま
す
。 

   

︻
会
派
略
名
︼︵
正
︶正
風
改
革
ク
ラ
ブ 

︵
絆
︶自
民
・
絆
︵
公
︶公
明
党 

︵
民
︶民
進
ク
ラ
ブ 

︵
共
︶日
本
共
産
党

　
　
　
　
　
　
︵
無
︶会
派
に
所
属
し
て
い
な
い

第73代議長
稲 葉 富 士 憲

第69代副議長
佐 山 　 正

委
員
長

長沢　正（公）

副
委
員
長

重岡秀子（共）

委
員

井戸清司（正）

委
員

中島弘道（絆）

委
員

鈴木克政（民）

委
員

山口嘉昭（無）

常任総務委員会

委
員
長

鳥居康子（公）

副
委
員
長

横沢　勇（無）

委
員

宮　雅薫（正）

委
員

佐山　正（正）

委
員

青木敬博（絆）

委
員

四宮和彦（民）

常任観光建設委員会

委
員
長

稲葉正仁（絆）

副
委
員
長

浅田良弘（民）

委
員

土屋　進（正）

委
員

篠原峰子（公）

委
員

佐藤龍彦（共）

委
員

杉本一彦（無）

常任福祉文教委員会

委
員
長

井戸清司（正）

副
委
員
長

中島弘道（絆）

委
員

宮　雅薫（正）

委
員

稲葉正仁（絆）

委
員

長沢　正（公）

委
員

四宮和彦（民）

議会運営委員会

　　

榎
本
元
彦
副
議
長
が
七
月
二

五
日
に
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

　

九
月
定
例
会
冒
頭
、
黙
　
を

さ
さ
げ
、
全
議
員
を
代
表
し
て
、

重
岡
秀
子
議
員
が
追
悼
演
説
を

行
い
ま
し
た
。

　

議
員
の
お
人
柄
と
多
大
な
る

ご
功
績
を
し
の
び
、
心
か
ら
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

内
山
義
夫
教
育
長
が
七
月
四

日
に
逝
去
さ
れ
、
九
月
定
例
会

冒
頭
、
黙
　
を
さ
さ
げ
、
ご
冥

福
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。

12月1日（木） 
開  会 

12月定例会の予定

※日程等は、11月下旬の

　議会運営委員会にて

　正式に決定します。

議
会
ミ
ニ
知
識

委

員

長

副
委
員
長

委

員

〃〃

四　

宮　

和　

彦

井　

戸　

清　

司

青　

木　

敬　

博

篠　

原　

峰　

子

佐　

藤　

龍　

彦

市 議 会 だ よ り
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」
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す


